
全学ＤＰ

学科ＤＰ

到達度ｌｖ４

高度情報化社会に
おけるメディアに関
する多角的な知識
を有し、より良い文
化の創造を目指す
ことができる。

高度情報化社会に
おけるメディアのあ
り方を踏まえて広く
人間存在について
考察し、より良い自
己の実現を実践す
ることができる。

情報を的確に扱える
情報表現力があり、
論理的で説得力の
あるプレゼンテー
ションができ、明晰
な文章を書くことが
できる。

現代社会の仕組み
を把握し、自立した
社会人にふさわしい
責任感を持って共同
作業に従事すること
ができる。

専攻するテーマにつ
いて、多角的に情報
を整理し、根拠をも
とに新しい視点で結
論を導き出すことが
できる。

先行研究・課題につ
いて論理的に批判
し、その批判から新
しい独自の考えを育
てていくことができ
る。

専攻する研究対象
について、独自の分
析方法を確立し、説
得力のある結論とし
て作品に仕上げるこ
とができる。

自らすすんで眼前
の問題と向かい合
い、自分なりの方法
論を駆使して、計画
的に解決にまで導く
ことができる。

到達度ｌｖ３

高度情報化社会に
おけるメディアに関
する基礎的な知識
を有し、自らの問題
として考えることが
できる。

高度情報化社会に
おけるメディアのあ
り方について問題点
を指摘し、より良い
自己を実現するた
めに努力することが
できる。

情報を的確に扱える
情報表現力があり、
形式に沿ったプレゼ
ンテーションができ、
わかりやすい文章を
書くことができる。

現代社会の仕組み
を説明することがで
き、他者とスムーズ
に共同作業をするこ
とができる。

専攻するテーマにつ
いて、多角的に情報
を整理した上で根拠
を示しつつ考察する
ことができる。

先行研究・課題につ
いて、その反証とな
る実例を挙げつつ、
論理的に批判するこ
とができる。

専攻する研究対象
について、複数の分
析方法を組み合わ
せて解決を探るため
の作品に仕上げる
ことができる。

自らすすんで眼前
の問題と向かい合
い、解決に向けて実
行すべき手順を把
握することができ
る。

到達度ｌｖ２

高度情報化社会に
おけるメディアに関
する基礎的な知識
を有し、問題点を指
摘することができ
る。

高度情報化社会に
おけるメディアのあ
り方について自分な
りのポリシーを持
ち、自己を律するこ
とができる。

情報を的確に扱える
情報表現力があり、
自らの考えをわかり
やすく説明すること
ができる。

現代社会の仕組み
を理解し、ニーズに
応えることができ
る。

専攻するテーマにつ
いて、多角的に情報
を整理することがで
きる。

先行研究・課題につ
いて、論理的に矛盾
点を見出し批判する
ことができる。

専攻する研究対象
について、一つの分
析方法を用いて結
果をまとめることが
できる。

自らすすんで眼前
の問題と向かい合
い、解決を求めて模
索することができ
る。

到達度ｌｖ１

高度情報化社会に
おけるメディアにつ
いて、自分の知って
いることを述べるこ
とができる。

高度情報化社会に
おけるメディアのあ
り方に沿ったルール
やマナーを尊重する
ことができる。

情報を的確に扱える
情報表現力があり、
人前で物事の簡単
な説明ができる。

現代社会の仕組み
を理解し、説明する
ことができる。

専攻するテーマにつ
いて、情報を集める
ことができる。

先行研究・課題につ
いて批判的に対す
ることができる。

専攻する研究対象
について、一つの分
析方法を持つことが
できる。

眼前にある課題に
対して、その問題を
解決しようとすること
ができる。

学年 学修指針 教養力 人間性 コミュニケーション力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力

1 基礎ゼミⅠ 〇 〇 ◎ △

1 基礎ゼミⅡ 〇 〇 ◎ △

2 基礎ゼミⅢ △ 〇 ◎ 〇

2 基礎ゼミⅣ △ 〇 ◎ 〇

1 表現デザイン論ⅠA △ 〇 ◎ 〇

1 表現デザイン論ⅠB △ 〇 ◎ 〇

1 表現デザイン論ⅡA △ 〇 ◎ 〇

1 表現デザイン論ⅡB △ 〇 ◎ 〇

2 表現デザイン論ⅢA △ 〇 ◎ 〇

2 表現デザイン論ⅢB △ 〇 ◎ 〇

2 表現デザイン論ⅣA △ 〇 ◎ 〇

2 表現デザイン論ⅣB △ 〇 ◎ 〇

1
情報ﾃﾞｻﾞｲﾝﾘﾃﾗｼｰⅠ
A

△ ◎ 〇 〇

1
情報ﾃﾞｻﾞｲﾝﾘﾃﾗｼｰⅠ
B

△ ◎ 〇 〇

1
情報ﾃﾞｻﾞｲﾝﾘﾃﾗｼｰⅡ
A

△ ◎ 〇 〇

1
情報ﾃﾞｻﾞｲﾝﾘﾃﾗｼｰⅡ
B

△ ◎ 〇 〇

2
情報ﾃﾞｻﾞｲﾝﾘﾃﾗｼｰⅢ
A

△ ◎ 〇 〇

2
情報ﾃﾞｻﾞｲﾝﾘﾃﾗｼｰⅢ
B

△ ◎ 〇 〇

2
情報ﾃﾞｻﾞｲﾝﾘﾃﾗｼｰⅣ
A

△ ◎ 〇 〇

2
情報ﾃﾞｻﾞｲﾝﾘﾃﾗｼｰⅣ
B

△ ◎ 〇 〇

2 表現概論 △ 〇 〇 ◎

2 情報概論 △ 〇 〇 ◎

2 デジタル概論 ◎ △ 〇 〇

2 デジタルメディア論 ◎ △ 〇 〇

2・3 色彩論 〇 ◎ △ 〇

2・3 シナリオ論 〇 ◎ △ 〇

2・3
ﾒﾃﾞｨｱﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄとﾃﾞ
ｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂ

〇 ◎ △ 〇

2・3
ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝとﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂ

〇 ◎ △ 〇

3・4
ﾃﾞｻﾞｲﾝｻｰﾍﾞｲとﾃﾞｼﾞﾀ
ﾙｺﾝﾃﾝﾂ

〇 ◎ △ 〇

3・4
音楽表現とﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝ
ﾃﾝﾂ

〇 ◎ △ 〇

3・4
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｫﾄとﾃﾞｼﾞﾀﾙｺ
ﾝﾃﾝﾂ

〇 ◎ △ 〇

3
表現応用論（応用表
現論）

〇 〇 △ ◎

3
情報応用論（応用情
報論）

〇 〇 △ ◎

3・4 情報表現の倫理と法 ◎ 〇 〇 △

3・4
ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝとﾊﾟﾌﾞﾘｯ
ｸﾃﾞｻﾞｲﾝ

◎ 〇 〇 △

3・4
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌﾟﾘﾝﾄとﾊﾟﾌﾞﾘｯ
ｸﾃﾞｻﾞｲﾝ

◎ 〇 〇 △

3・4
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾜｰｸﾌﾛｰとﾊﾟﾌﾞ
ﾘｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ

◎ 〇 〇 △

3・4
ｺﾝﾃﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽとﾊﾟﾌﾞ
ﾘｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ

◎ 〇 〇 △
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目

人文学部メディア表現学科カリキュラムマップ

デ

ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

自立した現代女性にふさわしい教養力と
人間性の養成

学
修
指
針
・
学
修
到
達
度

文化の創造的担い手となるための技術力
と実践力の養成

高度情報化社会におけるメディアに関す
る広汎な知識と、人間存在に関する理解

力の養成

情報を的確に扱える情報表現力と、誰に
でもわかりやすく説明できるプレゼンテー
ション力、積極的・主体的に社会に係わろ

うとする社会性の養成

さまざまなメディアの情報を専門的な知識
で活用しながら新しいものを生み出すこと
のできる情報表現力と、的確な判断を示

すことのできる思考力の養成

メディア表現に関わる機器を使いこなす
技術力と、表現を作品に仕上げることの
できるデザイン力・実行力の養成

社会的責務を果たすことのできる専門力
と判断力の養成

自己実現のためのコミュニケーション力と
社会性の養成



3・4
アニメ・マンガ・ゲー
ム表現とﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾃﾞｻﾞ
ｲﾝ

◎ △ 〇 〇

3
ﾓｰｼｮﾝｲﾒｰｼﾞとﾊﾟﾌﾞﾘｯ
ｸﾃﾞｻﾞｲﾝ

◎ △ 〇 〇

3・4
写真表現とﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾃﾞ
ｻﾞｲﾝ

◎ △ 〇 〇

3
映画表現とﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾃﾞ
ｻﾞｲﾝ

◎ △ 〇 〇

学
科
専
門
科
目


